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第 3 7 回 茨 城 建 築 文 化 賞  県 建 築 士 事 務 所 協 会

［ 県 議 会 議 長 賞 ］

水 戸 市 下 入 野 健 康 増 進 セ ン タ ー

［ 住 宅 部 門 最 優 秀 賞 ］

プ ラ イ ベ ー ト コ ー ト を 楽 し む 平 屋
● 株 式 会 社 カ ナ ザ ワ 建 築 設 計 事 務 所

［ 住 宅 部 門 優 秀 賞 ］

町 角 の 家
● 株 式 会 社 サ ン ハ ウ ス ー 級 建 築 士 事 務 所

［ 住 宅 部 門 優 秀 賞 ］

六 ツ 野 の 家
● c o b a 設 計

［ 入 選 ］

水 戸 の 美 容 室
● 合 同 会 社 A A O A A ー 級 建 築 士 事 務 所

［ 入 選 ］

茨 城 キ リ ス ト 教 学 園 高 等 学 校 4 号 館
● 株 式 会 社 竹 中 工 務 店 ー 級 建 築 士 事 務 所 務 所

［ 入 選 ］

G R A N B E R R Y D AI C HI
● 株 式 会 社 a n d H A N D 建 築 設 計 事 務 所

［ 入 選 ］

日 立 建 機 土 浦 工 場 　 O r a n g e I n n o v a ti o n Pl a z a

● 株 式 会 社 日 立 建 設 設 計 第 一 設 計 本 部 一 級 建 築 士 事 務 所

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 水 戸 市 下 入 野 町 1 9 4 4 － 1

● 建 築 面 積 ／ 4, 4 2 6. 9 4 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 4, 8 3 2. 9 4 ㎡

● 構 造 ／ Ｒ Ｃ 造 一 部 Ｓ 造

● 株 式 会 社 三 上 建 築 事 務 所

　 住 所 ／ 茨 城 県 水 戸 市 大 町 3 － 4 － 3 6 　 大 町 ビ ル 2 階

● 施 工 者 ／ 株 木 ・ 菅 原 ・ 田 口 建 共 同 企 業 体

　 住 所 ／ 茨 城 県 水 戸 市 吉 沢 町 3 1 1 番 地 1

［ 県 知 事 賞 ］

水 戸 市 民 会 館
● 伊 東 豊 雄 建 築 設 計 事 務 所  ・  横 須 賀 満 夫 建 築 設 計 事 務 所

共 同 企 業 体

　 住 所 ／ 茨 城 県 水 戸 市 南 町 2 － 1 － 1 8 ア ー キ ビ ル

● 施 工 者 ／ 竹 中 ・ 株 木 ・ 鈴 木 良 ・ 葵 ・ 関 根 特 定 建 設 工 事

共 同 企 業 体

　 住 所 ／ 千 葉 県 千 葉 市 中 央 区 中 央 港 1 － 1 6 － 1

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 水 戸 市 泉 町 1 丁 目 7 番 1 号

● 建 築 面 積 ／ 6, 9 5 2. 3 7 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 2 3, 2 3 2. 3 5 ㎡

● 構 造 ／ Ｒ Ｃ 造 一 部 Ｓ 造 Ｗ 造

［ 設 計 主 旨 ］

市 民 の 集 う リ ビ ン グ の よ う な 水 戸 市 民 会 館 。 2 0 0 0 席 を 有

す る 大 ホ ー ル の 他 、 木 組 み の 屋 内 広 場 で あ る 「 や ぐ ら 広 場 」

を 中 心 に 日 常 的 な 利 用 か ら 国 際 会 議 な ど に も 対 応 し た 機

能 と 空 間 を 備 え た 複 合 的 な 公 共 施 設 で あ る 。 衰 退 し つ つ

あ る 中 心 市 街 地 の 活 性 化 を 目 指 し て 、 建 物 外 周 部 を 力 強

く 親 し み や す い 木 造 で 囲 い 、 あ ら ゆ る 年 齢 の 人 た ち が 日

々 気 軽 に 利 用 で き る オ ー プ ン ス ペ ー ス を 各 所 に 配 し て い

る 。 国 道 5 0 号 に 面 す る 南 側 は 、 小 規 模 な ス タ ジ オ や 会 議

室 で の 市 民 の 活 動 や 賑 わ い が 街 と 繋 が り 、 水 戸 芸 術 館 と

大 ホ ー ル ホ ワ イ エ が 向 か い 合 う 北 側 は 文 化 芸 術 の 賑 わ い

を つ く り 出 す 。 偕 楽 園 の 梅 の 花 を 模 し た 大 ホ ー ル 観 客 席

の 音 響 反 射 板 や や ぐ ら 状 の 木 組 み 、 多 様 な 国 産 ・ 県 産 木

材 を 利 用 し た 仕 上 げ や 家 具 な ど 水 戸 が 持 つ コ ン テ ク ス ト

を 活 か し た 施 設 づ く り を 行 う と 共 に 、 優 れ た 音 響 ・ 設 備

性 能 を 確 保 し つ つ 、 地 下 水 な ど の 自 然 エ ネ ル ギ ー を 活 用

し た 快 適 か つ 省 エ ネ ル ギ ー な 建 築 を 実 現 し た 。

［ 茨 城 新 聞 社 賞 ］

筑 波 山 観 光 案 内 所
● 株 式 会 社 河 野 正 博 建 築 設 計 事 務 所

　 住 所 ／ 茨 城 県 つ く ば 市 研 究 学 園 5 丁 目 6 － 6 Ｄ 1 2 － 5 1 0

［ 設 計 主 旨 ］

本 設 計 は 、 筑 波 山 を 訪 れ た 多 く の 観 光 客 が 利 用 す る 「 筑

波 山 観 光 案 内 所 」 の 改 築 工 事 で あ る 。 場 所 は 、 筑 波 山 中 腹 、

筑 波 山 神 社 の 赤 い 大 鳥 居 の 近 く に 新 設 さ れ た 。 建 物 は 「 賑

わ い ・ 憩 い ・ 安 ら ぎ 」 を 設 計 理 念 に 据 え 、 国 内 外 の あ ら

ゆ る 方 が 利 用 す る こ と を 想 定 し 、 各 所 に 、 優 し い 木 の 温

も り 、 暖 か な 日 差 し 、 人 々 の 交 流 か ら 生 ま れ る 喜 び を 感

じ ら れ る 場 に ふ さ わ し い 空 間 と な る よ う 計 画 し た 。 建 物

は 、 周 辺 環 境 と の 調 和 を 図 り 、 土 地 の 高 低 差 を 活 か し た

デ ザ イ ン と し た 。 ダ イ ナ ミ ッ ク な プ ロ ポ ー シ ョ ン で あ り

な が ら 、 簡 素 化 し た 木 造 構 造 の シ ス テ ム が 木 の 温 か み を

感 じ る こ と が で き る 。 ま た 、 デ ッ キ 部 を 含 め た 内 部 空 間

に は 、 大 き く 開 放 さ れ た ガ ラ ス 面 を 設 け た こ と で 周 辺 環

境 と の 一 体 化 を 図 り 、 大 パ ノ ラ マ か ら 筑 波 山 が 織 り な す

四 季 折 々 の 美 し い 風 景 を 楽 し む こ と が で き る よ う に し た 。

同 案 内 所 を 訪 れ た 方 が 、 筑 波 山 の 魅 力 に 気 づ き 、 こ の 地

域 を さ ら に 好 き に な っ て 頂 け る こ と を 期 待 し た い 。

● 施 工 者 ／ 飯 岡 建 設 株 式 会 社

　 住 所 ／ 茨 城 県 つ く ば 市 東 岡 5 3 6 － 1

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 つ く ば 市 筑 波 1 2 2 2 番 地 2 （ 地 番 ： つ

く ば 市 筑 波 1 2 2 2 番 地 の 一 部 、 1 2 2 2 番 地 2 ）

● 建 築 面 積 ／ 2 7 4. 2 3 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 2 9 5. 9 5 ㎡

● 構 造 ／ Ｗ 造 一 部 Ｒ Ｃ 造

［ 設 計 主 旨 ］

暁 保 育 園 の あ る 筑 西 市 関 本 上 は 、 田 畑 が 広 が り 敷 地 西 側 に 小 貝

川 が 流 れ る 古 く か ら の 集 落 内 に 立 地 し ま す 。 建 物 正 面 の エ レ ベ

ー シ ョ ン は 、 伸 び や か に 広 が る 里 の 風 景 と そ の 地 形 に 呼 応 し た 、

シ ャ ー プ な 水 平 線 を 印 象 付 け る デ ザ イ ン と し て い ま す 。 ま た 建

［ 設 計 主 旨 ］

敷 地 は 水 戸 市 の 中 心 部 か ら 離 れ た 東 部 の 丘 陵 地 に 位 置 す る 。 造

成 地 に お け る 異 種 の 基 礎 構 造 を 回 避 し て 直 接 基 礎 と す る こ と を

模 索 し た 結 果 、 ス ト ラ ッ プ の よ う な 形 が 浮 び 上 が り 、 建 物 の 配

置 と 外 形 が 規 定 さ れ た 。 こ の 施 設 の 設 置 目 的 は 、 近 隣 の ご み 焼

却 場 と 火 葬 場 に よ る 地 元 住 民 の 心 理 的 負 担 を 和 ら げ る た め 、 癒

し や 憩 い を 提 供 す る こ と で あ っ た 。 主 な 施 設 機 能 は 、 ト レ ー ニ

ン グ 室 や 多 目 的 室 な ど の ス ポ ー ツ 練 習 場 、 屋 内 プ ー ル 、 公 衆 浴

場 で あ る 。 こ れ ら の 機 能 を 土 地 条 件 か ら 規 定 さ れ た 外 形 の 中 に

割 り 当 て た 。 機 能 を 持 っ た 空 間 を 連 続 さ せ る こ と で 、 様 々 な 活

動 や 利 用 す る 人 た ち が つ な が り 、 集 う 場 に な る こ と を 目 指 し た 。

そ の ス ト ラ ッ プ 状 に 配 列 し た ス ペ ー ス に 片 流 れ の 屋 根 を 架 け 、

軒 先 の 高 さ を 一 定 と し 、 低 く 抑 え る こ と で 和 風 の 佇 ま い を 与 え

た 。 屋 根 の 裏 面 と な る 天 井 は 、 内 部 空 間 か ら 軒 天 井 に つ な が る 。

軒 下 は す べ て ガ ラ ス 張 り と し て 、 日 本 的 な 内 部 と 外 部 の 曖 昧 な

境 界 を 創 り 出 し て い る 。  （ 撮 影 ： 堀 内 広 治 ）

● 有 限 会 社 吉 田 建 築 計 画 事 務 所

　 住 所 ／ 茨 城 県 石 岡 市 石 岡 1 － 1 － 8

● 施 工 者 ／ 成 島 建 設 株 式 会 社

　 住 所 ／ 茨 城 県 つ く ば み ら い 市 板 橋 3 1 0 1

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 筑 西 市 関 本 上 字 深 町 6 3 8 番 1 、 同 番 2 の 一 部 、

6 3 9 番 1 、 同 番 4

［ 茨 城 県 建 築 士 事 務 所 協 会 長 賞 ］

暁 保 育 園 分 園

物 の 高 さ を 抑 え た コ の 字 型 の プ ラ ン と し 、 長 閑 な 田 園 風 景 と 木

の 園 舎 の 調 和 を 試 み ま し た 。 室 内 は 天 井 面 に 設 け た ト ッ プ ラ イ

ト か ら 光 が 降 り 注 ぎ 、 木 漏 れ 日 が 差 し 込 む 森 の 中 に い る か の よ

う な 、 自 然 の 暖 か み に 包 ま れ た 木 の 空 間 で す 。 空 間 は 大 屋 根 の

下 に 大 家 族 が 集 う よ う な イ メ ー ジ で 、 大 き な ワ ン ル ー ム の 空 間

を 0 歳 児 ・ 1 歳 児 ・ 2 歳 児 室 を 可 能 間 仕 切 っ て い ま す 。 使 い 方 に 応

じ て 空 間 の 大 き さ を 調 整 で き ま す 。 保 育 室 の 正 面 の 広 縁 に 連 続

し て 木 の テ ラ ス と 、 深 い 軒 下 空 間 を 設 け ま し た 。 夏 は 日 射 を 遮 り 、

雨 の 日 で も 外 遊 び が 可 能 で す 。 子 供 た ち は 、 日 々 の 生 活 の 中 で

自 然 を 身 近 に 感 じ る 事 が で き ま す 。

● 建 築 面 積 ／ 5 1 9. 0 2 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 5 1 9. 0 2 ㎡ 　 ● 構 造 ／ Ｗ 造

［ 土 木 部 長 賞 ］

エ ー ザ イ 筑 波 研 究 所
● 施 工 者 ／ 株 式 会 社 竹 中 工 務 店

　 住 所 ／ 東 京 都 江 東 区 新 砂 1 － 1 － 1

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 つ く ば 市 東 光 台 5 － 1 － 3

● 建 築 面 積 ／ 1 9, 5 9 3. 6 3 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 6 5, 1 1 0. 7 8 ㎡

● 構 造 ／ Ｒ Ｃ ／ Ｓ ／ Ｓ Ｒ Ｃ 造

● 株 式 会 社 竹 中 工 務 店 ー 級 建 築 士 事 務 所

　 住 所 ／ 東 京 都 江 東 区 新 砂 1 － 1 － 1

［ 設 計 主 旨 ］

開 所 後 4 1 年 の 歴 史 を 持 つ エ ー ザ イ 筑 波 研 究 所 の 大 規 模 改 修 工 事 。

研 究 本 棟 ・ 東 棟 の 内 部 改 修 、 渡 り 廊 下 の 新 設 を 行 っ た 。 既 存 の

研 究 所 は 静 か で 研 究 に 集 中 で き る 反 面 、 研 究 者 同 士 の 顔 が 見 え

づ ら く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 が 少 な い 、 と い う 課 題 が あ っ た 。

そ こ で 、 渡 り 廊 下 新 設 に よ り 生 ま れ る 回 遊 動 線 を 「 ナ レ ッ ジ サ

ー キ ュ レ ー シ ョ ン 」 と 名 付 け 、 休 憩 ス ペ ー ス ・ カ ウ ン タ ー ・ ア ー

ト に よ る ア イ ス ト ッ プ な ど 、 研 究 者 の 個 性 が 高 ま る 多 様 な 共 創

の 場 を 設 け る こ と で 、 研 究 者 間 の 知 の 循 環 を 促 す 空 間 づ く り を

め ざ し た 。 点 在 す る 実 験 室 ・ 居 室 は フ ロ ア 毎 に 集 約 し 、 各 室 の 大

部 屋 化 や 共 用 実 験 ス ペ ー ス 整 備 に よ る オ ー プ ン な 設 え と す る こ

と で 、 研 究 環 境 の 変 化 に 追 従 す る 柔 軟 な 施 設 を 実 現 し た 。 前 庭 ・

中 庭 は 既 存 樹 を 極 力 活 か す と と も に 、 筑 波 の 生 態 系 に 配 慮 し た

新 設 樹 木 選 定 を 行 っ た 。 前 庭 は ゆ る や か な 曲 線 の ア プ ロ ー チ を

設 け 、 研 究 所 内 外 の 一 体 感 を 意 識 し た ラ ン ド ス ケ ー プ と し た 。


